
 

  

 
  

  第 52 回 小櫃地区文化祭 特別企画展示 

小櫃って、なんかイイよね。 

OBITSU TERRACE 

誕生物語 



 

特別企画展示にあたって 
 

今年 6 月 11 日に地域づくり協議会「小櫃てらす」

が設立されました。設立に至るまで 15 回にわたる

準備会での話し合いの様子や、現在の活動について

ご紹介します。併せて、伴走支援を行っている公民

館の事業も紹介します。 

小櫃をもっと良くしたいと思う方たちが集い、どの

ような意見やアイディアのもとで「小櫃てらす」の

誕生に至ったのか、展示を通して「小櫃って、なん

かイイよね。」と感じていただければ幸いです。 

第 52 回小櫃地区文化祭実行委員会 

小櫃公民館 

 

  

ごあいさつ 



小櫃地区設立準備会の動き 

 

令和７年（２０２５年） 

1月 23日 設立準備会メンバー募集開始（自治会回覧、広報きみつなど） 

3月 19日 第 1回：制度の概要説明・自己紹介 

4月 15日 第 2回：制度の確認・目指す地域像をイメージ 

5月 22日 第 3回：みんなの／地域の問題・悩み 

6月 26日 第 4回：当事者の声を聞く・問題解決と目指す地域像の関係図 

7月 17日 第 5回：未来イメージ（目指す地域像）を実現するアイディア１ 

8月 28日 第 6回：他の事例から学ぶ・未来イメージを実現するアイディア２ 

9月 25日 第 7回：５つの中心テーマからアイディアを具体的に検討１ 

10月 28日 第 8回：全国の事例から学ぶ・アイディアを具体的に検討２ 

11月 27日 第 9回：アイディアを具体的に検討３・発足団体の設立目的を検討 

12月 18日 第 10回：団体の活動計画として検討・発足団体の組織図を検討 

令和８年（２０２６年） 

1月 29日 第 11 回：発足団体の活動計画・組織と名称を検討 

2月 26日 第 12 回：全体事業の計画・グループ事業の計画・団体の規約を検討 

3月 26日 第 13 回：協議会認定の説明・会員募集に向けた準備（計画・チラシ） 

4月 16日～ 会員募集 

4月 23日 第 14 回：団体活動の準備・設立総会に向けて検討 

5月 16日 プレ企画「OIMO プロジェクト」（サツマイモの苗植え付けイベント） 

5月 28日 第 15 回：OIMO プロジェクトの進捗・設立総会に向けた資料確認 

6月 11日 設立総会 
 

・このほか、運営委員会を 14 回実施 

準備会のあゆみ 



小櫃地区設立準備会 各回の様子 

第 1 回   キックオフミーティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回   目指す地域像をイメージ 

世代別のグループに分かれて未来イメージを話し合いました。交通、

子ども、空き家、産業、特産品、世代…など、様々な視点から地域へ

の思いが語られました。 

■ワーク「あなたが考える理想の小櫃地域の姿は？」 

目指す地域像をイメージ（世代別） 

グループ カテゴリー（表札名） 

A 70 代 
交通の利便性 小櫃の教育 公民館を中心とした活動 商業関係の充実 若者も高齢者も幸せに 

自然体験等 農業の活性化 イベントの充実 

B 50～60 代 おびつはきみつ!? おびつイオンを作ろう 目に見えて魅力あるおびつ フレンドリーなまち 

C 30～40 代 【内】人が集まる 【外】人が集まる イベント 空き家・土地 SDGs 仕事 

D 70～80 代 公民館 シニア 空き家 人口増 イベント 木更津東インター 観光 トレイル 小櫃の歴史 

E 50～60 代 農業・地域の魅力を発信 子育て楽しく 公民館が頼れる場所になって 世代を超えて助け合い 

F 20～40 代 
バスターミナル 木更津東 ICの活用 410 号線の活用 施設 イベント 田んぼの活用 特産品 

世界平和・SDGs 子どもを残す 笑顔小櫃 

準備会のあゆみ 

地域づくり協議会とは？ 

地域の皆さんが自分たちの望む地域の未来を考え、それに向けて活動しようとする時に、市が伴

走的な支援を行う仕組みです。 まずは設立に向けた準備会からスタート！ 



第３回 地域の問題を出し合う 

地域の問題を出し合うなかで、「人口減少」「農業」「空き家」「交通問題」「居場所づくり」「イベン

ト」「魅力ある町づくり」など、共通する事柄が見えてきました。 

■ワーク「あなたの／地域の抱える問題、今の悩み、これから気になることは？」 

グループ 悩み・問題（一部抜粋） 

人口減少 
生徒数減少に伴う学校統合の加速化、今後若者に負担が増える、地元で住み続ける人が少な

い、地域以外からの人を受け入れる土壌があるか 

これからの農業 
耕作放棄地が増える、農業の後継者問題、農業の活性化（個人ではなく団体として考えては

どうか） 

後継者問題 お寺の運営、自治会の運営、地域行事の担い手不足、農業の跡継ぎ、自営業の跡継ぎ 

空き家、宅地 空き家・土地の整備、管理 宅地がないため若い世代が来ない 

交通・インフラ 
交通の利便性、デマンドの問題、東インターの利用、子供の居場所作り、君津・木更津に行

くのに道が狭い、通学路が狭い、免許返納で足がなくなる 

環境問題 水（川）の汚染、スクラップヤード、野生の動物問題、水の値上げ、放置プラスチックゴミ 

暮らしの安全 民家近くでの狩猟（都会から猟師がくる） 

居場所・施設 
公民館建て替え、皆が集まれる娯楽場がなし、スポーツ施設がない、図書館が小さい、東京

行バスターミナルがほしい、停電・断水の復旧が遅い 

地域の魅力・ 

イベント 

市役所の小櫃地域の地域づくりの方向性が見えない、目立つ観光スポットがない、若い人が

帰って来たくなるような町づくり、広報活動の徹底、地域での交流行事を行っているがもっ

と人が集えるようにしたい、圏央道やアクアラインをうまく活用する方法の策定がわからな

い 

家庭 
子どもたちは小櫃地区をどう思っている？、親・祖父母たちは子・孫の将来をどう思ってい

る？、家庭で地域の話をしますか？ 

女性 女性の参加、女性の声があがってこない、女性のネットワークづくり 

人生 結婚したい、出会う機会がない、お金がほしい 

 

  

準備会のあゆみ 



第４回 現状を知るために当事者から話を聞く 

★ 小櫃に移住してこられた方から聞く！ 

人口減少、地域の魅力 PRの解決ヒント 

 ★ 農業従事者から聞く！ 

今後の農業、後継者問題の解決ヒント 

 

第５～６回 問題・悩みを解決するアイディアを検討 
ワーク「未来イメージを実現するために、問題・悩みを解決する方法は？」 

第
３
回
で
出
さ
れ
た
【
み
ん
な
の
／
地
域
の
問
題
・
悩
み
】 

▶ 問題・悩みを解決するアイディア ▶ 

第
２
回
で
出
さ
れ
た
【
目
指
す
地
域
像
（
小
櫃
の
未
来
イ
メ
ー
ジ
）
】 

● 小櫃は農業を中心とした地域づくり(企業誘

致、魅力づくり) 

● 小櫃トータルのブランディング 

● 貸し農園（アドバイザー付）、民泊、地元食

材と料理教室、小櫃ツアー 

● 空き家カフェ（季節限定、中高生のボランテ

ィア・バイト） 

● 地元の食材を使った飲食店(卵、コメ、野菜) 

例：コッコランド 

● 個人店を活かす(大型ショッピングセンターに

ない魅力がある) 

● 子どもが自然に触れられる場所、他市からも

人が来たくなる公園、小櫃小のもち米づくり

で都内の子どもと交流、ホタル体験 

● スキマバイト×支え合いシステム（子どもの

一時預かり、農作業） 

● フィルムコミッション（映画のロケ地）を招

聘・ＰＲ 

● 木更津インターの立地と土地を生かした企業

誘致（物流基地、働く場所） 

● バスターミナルを駅近くに作る 

● イベントを開催する（たまごフェス（小櫃の

卵でオムライス、パンケーキ、プリン）、町

コン！(田舎好きな方、一緒に農業体験)、水

と山を活かした子どもイベント） 

● 分析（どの年代が減少しているのか、その理

由。離れた人の意見を聞く） 

● SNS発信！(小櫃の魅力) 

● 学力と人間性が両立できる人材をつくる 

● 子どもを通して大人も教育の機会をもてるよ

うにする 

● こども食堂、学童保育に+αの活動として活用

する（つながり、教育の場） 

● 子どもが帰って来たいと思う小櫃 

● バスターミナルを作る（小さくてもいい、駅

近くに作る） 

● 小櫃独自のタクシーシステムを作る(市外、病

院に行ける) 

● 上総小櫃中学校等の通学バスを昼間に利用で

きるのではないか 

● 既存のイベントをもっと PR する（小櫃地区ふ

るさと祭りなど） 

● 公共機関とのコラボなどしてもっと地域を広

めていく 

● 青葉高校とのイベント、お米収穫体験イベン

ト、犬・猫イベント、植物を育てたイベン

ト、スポーツイベント、マニアに特化したイ

ベント、船塚山をつかったイベント 

● SNSの活用（「小櫃エリア大好き」など） 

● みんなが来てくれるような魅力的な公民館を

作るよう働きかける、公民館建替えの夢を語

る会をつくる 

● 子どもの居場所としての公民館、避難所とし

ての公民館をつくる 

● ビジターセンターとしての公民館の役目はあ

る 

準備会のあゆみ 

たくさんの 

アイディアが 

出ました！ 

あなたがイイねと思う

アイディアは？ 



第７～１０回 アイディアを具体的に検討する 

これまで出されたアイディアのなかで、協議会としてこれから取り組みたいものを「イイねシール」で投

票。さらに AI をつかって、５つのテーマに分類化しました！ 

 

６Ｗ２Ｈワークシートを使って、アクションを具体化するための話し合いを行いました。 

 

【第 8 回では、ゲストを招いて地域づくりの視点を学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５つの中心テーマについて、アドバイザー・おきなさんの話も参考にしながら、地域の問題を解決して

目指す地域像（未来イメージ）に近づくための方法を、時間をかけて話し合いました。 

さらに、中心テーマの位置づけの整理や、協議会としての組織体制についても意見交換を行いました。 

                     

            

           

              

                        

                 

             

準備会のあゆみ 

                 

       
                             
      
        
                                        
                                  
                                      

         
       
        

       



第１１～１２回 団体の活動計画・組織体制を検討 

 

組織体制を検討した結果、 

共同代表型とワントップ型

のハイブリッドに決定！ 

 

第１３～１５回  

会員募集、総会に向けた検討 

  

準備会のあゆみ 

組織体制、団体名、ロゴデザイン、規約など、団体設立に向けて一歩ずつ準備を進

めていきました。 

会員募集中も、全体事業「OIMO プロジェクト」の準備を進め、サツマイモ苗の植え

付けイベント（5/16）を開催しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 
－「小櫃」はちょうどいい、イイ感じの田舎－ 

 
 
 
 
 
 
 

 

令和８年６月１１日 設立総会 

 

 

 

 

小櫃てらすとは 

OBITSU     TERRACE 



設立目的と「小櫃てらす」に込めた想い 

 

設立目的 

小櫃てらすは、小櫃のなかに受け継がれてきた伝統や、地域コミュニティが培ってきた

つながりを大切にしながら、農産物や自然、アクセスの良さなど小櫃の魅力を活かし、

人が集まる活動を進めます。 

これにより、未来に誇れる豊かな小櫃をみんなで育てていくことを目的としています。 

 
 
 
 

「小櫃てらす」に込めた想い 

「テラス」には、家の内と外をゆるやかにつなぐ場所という意味があります。だれもが

気軽に立ち寄り、同じ目線で過ごせる場所でありたいという想いを込めています。 

また、小櫃が育ててきた大切な宝物（人や地域）を明るく“照らす”、そして未来へ受

け継いでいきたいという願いも込められています。 

 

  

小櫃てらすとは 

ロゴデザイン 

かたくらやさん 



５つの中心テーマと 2026 年度のプロジェクト 

 
 

中心テーマ同士の関係図 ～短期から長期への展開～ 
 

 

 

 

 

 

•はじめてのたまねぎ栽培講座

農業・食文化の振興

•おびつあそんべ食堂の活動支援

•このひとのハナシを聞きたいプロジェクト

教育のまち・子どもの育成

•たまごフェスタ

イベント・地域の魅力・情報発信

•検討中

公民館の活用と新たなコミュニティづくり

•地域医療に関するアンケート調査

地域インフラ・サービス

小櫃てらすとは 

   
      

      
      

     
      
    

      
      
     
     

      
     

          



「ＯＩＭＯプロジェクト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者募集！】  焼き芋イベント 

12 月 6 日（日）12：00～ 小櫃公民館にて開催！ワークショップ・料理教室も予定 

全体事業 

グランプリ  準グランプリ 

特別賞 

苗植え付け作業 

5 月 16 日（土） 

収穫祭 

10 月 3 日延期→10 月 24 日（土）

（土） 



「はじめてのたまねぎ栽培講座」実施 10 月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業・食文化の振興グループ 

＜農業・食文化の振興グループ＞では”農業・食文化を楽しむ”をモットーに「はじめての○○○

シリーズ」を始めました。第一回目は「はじめてのたまねぎ作り」です。たまねぎを作ったことが

ない人はもちろん、たまねぎを作っているけど更に学び直したい人が集まりました。野菜作りが好

きな人が集まるので話が盛り上がり、新しい仲間づくりができる場となっています。 

第二回目は「はじめての太巻き寿司作り」を予定しています。ふるってご参加ください。 



「おびつ あそんべ食堂活動支援」 

  

  

教育のまち・子どもの育成グループ 

「このハナプロジェクト」 

（この人のハナシを聞きたいプロジェクト） 

様々なお仕事の話を聞いたり、体験したりして、子ど

もたちがいろんな仕事や夢を描けるよう応援する取り

組みです。大人の方も参加できます。 

 

あそんべ食堂の日に開催します！ 

 第 1 回（１１月２４日） 

デザイナー 片倉奈穂子さん 

（かたくらやさん）のお話 

 

 第２回（２月１６日） 

美容師 鈴木奈津子さん 

（MUSUBI MOVING SALON）のお話 

親子 de キャンプ体験（7月 28 日） 

このハナプロジェクトのチラシ 



「たまごフェスタ」 

 

  

イベント・地域の魅力・情報発信グループ 

 

たまご販売 

小櫃の生産者さんのご協力のもと、赤玉と白玉の

組み合わせパックを販売しています。 

 

たまごつかみ取り 

ピンポン玉をたまごに見立てて、つかみ取りゲー

ムに挑戦しよう！ いくつゲットできるかな？ 

リ
ベ
ン
ジ
開
催
し
ま
す
！ 

11
月
１
日 

公
民
館
駐
車
場
（
お
ら
が
市
）
に
て
。 



「地域医療の実態把握を目的としたアンケート調査」 

初年度は公共・福祉インフラの医療の実態について調査し、地域医療

の向上に取り組みます。 

▼アンケートにご協力ください 

質問 1 あなたは、定期的に通院していますか？ 

質問 2 どこの医療機関に通院していますか？ 

質問 3 通院する上で困ることはどのようなことですか？ 

質問 4 小櫃地区の地域医療に満足していますか？ 

質問 5 今、小櫃地区の地域医療に欲しいサービスは何ですか？ 

質問 6 小櫃診療所は利用していますか？ 

 

一人でも多くの方のご意見をお待ちしていますので、 

アンケートのご協力をお願いします 

 

 

  

地域インフラ・サービスグループ 



 

■はじめてのさつまいも栽培講座 

 
■おびつのたまごをたのしむ教室 

 

 

 

 

 

  

公民館の伴走支援の取り組みを紹介します 

 

コラボ企画！公民館事業の紹介 

 

サツマイモの種類、栽培スケジュール、植え方と出来具合、 

つるがえし、病害虫対策、収穫と貯蔵 などを学習しました。 

※実技講習は行わず、OIMO プロジェクトの苗植えを紹介 

関連テーマ・活動   OIMO プロジェクト ／ 農業・食文化の振興 

 

 

生産者の方から 

お話を伺いました 
 

藤平館長直伝の 

シフォンケーキ 

関連テーマ・活動   たまごフェスタ 



■こどものサークル体験会 

 

 
 

■小櫃まるごと博物館 

地域住民の営みによる地域資源の記録化と、その活用を通した地域の活性

化をコンセプトに、地域の魅力を発信する取り組みを実施しています。 

今年は、小櫃振興会の「あるく小櫃いまむかし」のマップリニューアルに

も関わっています。 

動画はこちらから

ご覧ください 

ブラジルの公用語ポルトガル語

とブラジル文化を学びました！ 

野の花を使って 

生け花体験をしました！ 

ピラティスを体験！ 

関連テーマ・活動   公民館の活用と新たなコミュニティづくり 

関連テーマ・活動   公民館の活用と新たなコミュニティづくり 


